
1 

 

令和 5 年 11 月 8 日  

 

各 位  

会社名 大黒屋ホールディングス株式会社  

代表者名 代表取締役社長 小川 浩平    

 (コード番号:6993 東証スタンダード市場)  

                                                       問合せ先 財務経理部長 堀内 治芳 

(TEL 03-6451-4300) 

 

 

令和６年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社では、令和５年５月 12日に公表いたしました令和６年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想 

値と本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

これに加え、最近の業績動向を踏まえ、令和５年５月 12日に公表いたしました令和６年３月期の通期 

連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．令和６年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と連結実績値との差異 

（令和 5 年４月１日～令和 5 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 
四半期包括利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

5,727 
百万円 

160 
百万円 

87 
百万円 

△65 
円 銭 

△0.56 
百万円 

△41 

今回実績値（B） 5,514 △8 △64 △164 △1.41 △174 

増減額（B-A） △213 △169 △152 △99 － △133 

増減率（％） △3.7% － － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（令和 5 年３月期第２四半期） 
6,687 △32 △110 △208 △1.78 △197 

 

２．令和６年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 
包括利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

12,148 
百万円 

510 
百万円 

366 
百万円 

4 
円 銭 
0.03 

百万円 

62 

今回修正予想（B） 12,165 311 △86 △286 △2.45 △258 

増減額（B-A） 17 △198 △452 △291 － △320 

増減率（％） 0.1% △39.0% － － － － 

（ご参考）前期実績 

（令和５年３月期） 
12,452 129 △31 △275 △2.35 △250 

 

 

 



2 

３．第２四半期連結累計期間における差異発生の主な理由 

令和６年３月期の第２四半期累計期間の業績における売上高つきましては、主な乖離要因としまして、当社

グループの根幹会社である株式会社大黒屋（以下「大黒屋」といいます。）において、昨年 10 月より渡航制限

が撤廃された事による海外渡航者のインバウンド需要の回復を見込み、当初業予想値を 5,580 百万と想定して

おりましたが、本年６月から見込んでいた中国からの渡航客が個人に限られ団体旅行客の訪日が中国政府によ

り８月まで解禁にならなかった事から同国渡航者の売上が伸びず、予想値を２億円ほど下回り 5,377 百万円と

なった事によるものです。 

売上高の減少に伴い営業利益他各利益指標も下振れし期初予想を下回る結果となりましたが、各利益指標に

つきましては前年同期比改善しております。 

 

４．通期連結業績予想の修正理由 

通期連結業績予想におきましては、本年８月に中国からの団体旅行客が解禁された事から、10月以降の下期

において更なるインバウンド需要が見込める事から、第２四半期連結累計期間における連結業績予想値と連結

実績値との差異を踏まえ、当初想定していた大黒屋の店舗における海外渡航者通期売上高 4,377百万円を今般

通期 4,585百万円に、及び国内顧客通期売上高 2,309百万円を通期 2,717百万円に上方修正すると共に、店頭

商品の充実化を図る為、ネット売上は通期 1,454百万円から 1,264百万円に、本部商品売上高は通期 2,562百

万円から 2,257百万円に引き下げる事等により同社の通期売上高を当初予想 11,855百万円から 11,882百万円

に上方修正する事により、上記連結売上高の予想値を算出しました。 

同社の営業利益につきましては、仕入原価の上昇による粗利率の逓減とそれに伴う販管費における変動費で

あるカード他販売手数料等の増加から当初予想値 356百万円を 181百万円に下方修正し、経常利益につきまし

ては、借替えに伴う支払手数料２億円の発生により当初予想値 460 百万円を 17 百万円に下方修正しておりま

す。 

この結果、通期業績予想につきましては、売上高は増加するものの、営業利益以下の指標は前回公表の予想

値を下回る見込みとさせて頂きます。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 

 

 


